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令和３年度第１０回教育研究評議会議事要旨 
 
日 時：令和３年１２月１５日（水）   １３時３０分開会 

１４時４６分閉会 
場 所：Web 会議 
 

出席者：５４名 

総長，山口，横田，吉見，増田，山本，菅原，村田，小名木，尾﨑，木村，都木，谷本，

網塚（浩），永井，齋藤，木原，市川，西邑，野口，門出，佐藤（美），宮﨑，横井，河合，

伊達，瀬戸口，幅﨑，大利，平本，安部，畠山，八若，網塚（憲），滝口，石塚，迫田， 

久下，堀内，高橋，藤田，藏田，長谷山（代理：富田），空井，秋田，福井，居城，田中，

長谷川，岩下，棟朝，鈴木，佐藤（冬），奥 

 

欠席者：２名 

梅原，岩崎 

 

オブザーバー同席：４名 

髙橋，石川，石森，𢎭𢎭 

 

 

議事に先立ち，総長から資料に基づき，１１月８日の令和３年度第８回及び１１月１７日の第９

回教育研究評議会議事要旨の確認があった。 

 

 

議  題 

 

１ ディスティングイッシュトプロフェッサー制度の改正及びディスティングイッシュト 

リサーチャー制度の創設について 

山口理事から，資料に基づき，選考基準等の見直しにより，選考の透明性及び教員のモチベーシ

ョンの向上を図ることを目的として，ディスティングイッシュトプロフェッサー制度を改正するこ

と，専門分野において高い研究業績を有する者に対し，ディスティングイッシュトリサーチャーの

称号を付与することにより，本学の教育研究の一層の推進及び優秀な若手教員の確保を図ることを

目的として，ディスティングイッシュトリサーチャー制度を創設すること等について説明があり，

審議した結果了承され，１２月２０日の役員会に付議することとなった。 

 

２ 退職教員（本学定年年令を超える者）の非常勤講師の採用について 

山口理事から，資料に基づき，退職教員（本学定年年令を超える者）の非常勤講師の採用につい

て，全学教育科目の円滑な開講のため，適用期間を令和４年度から６年間に延長すること等につい

て説明があり，審議した結果了承され，１２月２０日の役員会に付議することとなった。 

 

３ 本学の国際戦略の策定について 

 横田理事から，資料に基づき，本学の国際戦略について，４月から８月に実施した部局等訪問，

９月２１日開催の経営協議会，１１月１７日開催の部局長等連絡会議，１１月１９日開催のステー

クホルダー懇話会等での意見を踏まえ，最終案がまとまったこと，１１月１７日開催の部局長等連
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絡会議以降の修正箇所を中心に国際戦略本文の内容等について説明があり，審議した結果了承され，

１２月２０日の役員会に付議することとなった。 

 

４ 諸規則の制定及び一部改正について 

 総務課長から，資料に基づき，諸規則の制定及び一部改正について，組織規則等の改正内容につ

いて説明があり，審議した結果了承され，１２月２０日の役員会に付議することとなった。 

 

 

報  告  事  項 

 

１ 第４期中期目標期間における部局等の中期計画の作成等について 

山口理事から，資料に基づき，第４期中期目標期間における部局等の中期計画について，１２月

８日付けで各部局等に対して作成依頼を発出したこと，部局等が全学の中期目標・中期計画の方向

性を念頭に置き，各部局等の強み・特色を活かした形で作成いただけるよう，計画の類型及び件数

の上限を設定したこと等について報告があった。 

その後，総長から，資料に基づき，全学の第４期中期目標・中期計画の概要について報告があっ

た。 

 

２ 令和２年度に係る業務の実績に関する評価の結果について 

山本理事から，資料に基づき，令和２年度に係る業務の実績に関する評価の結果について，国立

大学法人評価委員会から公表され，本学においては，全ての項目が，中期計画の達成に向けて順調

に進んでいるとの評価を得たこと等について報告があった。 

 

 


